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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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令和５年の課題と期待

11月定例議会

新型コロナ対策と決算見込みの
補正予算などを議決

　11月３０日に開会した松江市議会１１
月定例会は、１２月２０日に２１日間の会
期を終えて閉会しました。１１月定例会
は、新型コロナウイルス感染症対策と令
和４年度決算見込みの補正予算が主な
議題でした。
　最終日の２０日は、「妊娠時から出産・

子育てまで一貫した伴走型相談支援と
経済的支援」を内容とする一般会計補正
予算（第９号）が追加提案され、２億８，７
８７万円を補正（財源は５/６国・県支出
金、一般財源１/６）し、一般会計予算総
額を１，１３８億５，５２９万円余とするも
の。１１月定例会に上程の市長提出議案
１３５件はすべて可決、陳情５件は「子ど
もへのコロナワクチン接種反対」等４件
は不採択、「市街化周辺地域の具体的な
まちづくりの方針策定のための関係制度
の整備について」は採択。また「市議会に

おける議員別の表決結果公表のお願い」
は継続審査としました。
　そして、議会提出議案４件が上程。「市
議会の個人情報の保護に関する条例制
定」と「北朝鮮による日本人拉致問題の
早期解決を求める意見書」、「太陽光発電
施設の設置に関する法整備を求める意
見書」、「地方路線バスを維持するための
財源措置を求める意見書」は、原案どお
り可決されました。（予算金額や提出議
案の詳細は市ホームページや市報等を
ご覧ください）

後 援 会 だ よ り  Januar y

m a k o t o

ホームページ、
ブログはこちらからののうち誠 プロフィール

昭和25年生まれ（現在72歳）出雲郷小学校→東出雲
中学校→島根県立松江農林高校→東出雲町役場就職
（平成23年3月に町参事を最後に退職）→平成23年8月
松江市議会初当選、平成 2 5 年 4月 2 期目当選
平成29年４月３期目当選　令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをしてい
きましょう。この度後援会だよりvol.４6を発行いたしましたので、
ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

最 近 の 活 動から

議会広報番組の収録

　１１月４日は、マーブルテレビで１１月に放送の「松江市議
会レポート」の収録が市役所でありました。４常任委員長と
決算特別委員長が、２月定例会以降の委員会における審査
内容について報告しました。
　そして今年２月中には「第３回松江市議会レポート」を
放送予定。番組内容は、
議長の挨拶の後、新庁舎
建設特別委員会など５つ
の特別委員会の審査内容
を報告する予定で、野々
内は、番組締めくくりの挨
拶を担当します。

原発立地議会サミット・国際特別都市議会議長会

　新型コロナ禍でも諸会議
の開催が復活しつつありま
す。１０月２７日と２８日の両
日、東京で２年に１回開催の
「第１３回全国原子力発電所
立地議会サミット」に出席。こ
のうち、第３分科会は、松江
市議会が運営関与する分科
会で、座長は立脇議長、野々
内は会場責任者を務めまし
た。対面でのリアル会議は
非常に大切で、諸課題の理
解も早いと実感しました。
　行政組織である「国際特
別都市建設連盟」と相連携
し、相互友好や自治の進展、
観光・文化資源の施策の実現等を図ることを目的とした「国際
特別都市議会議長協議会」。総会が１１月１日と２日の両日松江
市で開催され、開催地議会として、正副議長と議会事務局がお
世話をさせていただきました。

はたちの集いで祝辞

　１月８日、くにびきメッセで開催の「令和５年松江市はたちの
集い」の午後の部（橋南地区対象）。令和４年の民法改正により
成年年齢が１８歳に引き下げられましたが、松江市では２０歳の

式典とし名称は「はたちの
集い」に変更されました。
　今年の対象者は２，０６６
名。議長祝辞は午前の部
（橋北地区）は立脇議長が、
午後の部は野々内が代読
で行いました。

門部の王（かどべのおおきみ）の講話

　１２月４日、松江歴史館で
開催の「門部王（かどべの
おおきみ）の歌とその時代」
の講座。東出雲町の「阿太
加夜神社」の境内に「面足
山（おもたるやま）」と呼ば
れる丘の「面足山万葉公園
」の一角に万葉の歌人門部
王が詠んだ一句を刻んだ歌碑が建立されており、野々内はその
「面足山万葉公園を守る会」の会長を務めさせていただいてい
ることから、勉強に出かけました。
　講座は、内田賢徳京都大学名誉教授（雲南市出身）が、山陰の万
葉集に関わりのある、柿本人麻呂や山上憶良、大伴家持、出雲国司
の門部王などのお話。次に、山陰万葉を歩く会会長の川島芙美子
さんが、万葉集の山陰縁の歌人の解説のほか、古代出雲は東から
開けてきたことなど、古代出雲のすごさについて話されました。

　新型コロナの早い収束を願う一方、ロシアのウクライナ侵攻

や北朝鮮ミサイル、中国による軍事的圧力、そして物価高対

策など今後の推移が気がかりな年明けです。

　一方、松江市では、春には新庁舎一期工事の完成に伴う一部

供用開始、東出雲複合施設の供用開始など明るい話題や、３

月までに市の方針が決まる都市計画制度の線引きのあり方な

ど長年の課題の行方が注目されます。

　また、人口減少対策、とりわけ少子化対策が喫緊の課題

です。子育てや暮らしやすい魅力ある松江市を、産官学金

民の総力戦で創ることが求められています。

　本年も、地域の課題解決から市政全般にわた

る提言まで、しっかり頑張ってまいりますので、ご

支援とご協力をよろしくお願いいたします。

〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670　TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp　http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

２月定例議会予定
21日
27日
28日
1日
3日
6日
7日
8日
9日
10日
13日

14日
15日
20日
24日

（火）
（月）
（火）
（水）
（金）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）

（火）
（水）
（月）
（金）

2月

3月

主会場の品川プリンスホテルのホールで

野々内は、松江市の紹介や閉会挨拶を

川島さんは面足山万葉公園を守る会発行の
歌碑建立５０周年記念誌も紹介

野々内の祝辞。隣の女性は手話通訳の方

野々内は、番組締めくくりの挨拶を担当

本会議（会期の決定、提案説明）
一般質問
一般質問
一般質問・議案質疑・委員会付託
予算委員会（質疑、分科会分担・委託）
総務委員会・予算委員会総務分科会
総務委員会・予算委員会総務分科会
教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会
教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会
経済委員会・予算委員会経済分科会
経済委員会・予算委員会経済分科会
建設環境委員会現地視察
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会
予算委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）
本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会
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な
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連
携
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京
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会
議
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、
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。
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。
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山
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へ
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、県
や
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地
域
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携
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、整
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計

画
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考
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し
っ
か
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地
元
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ら
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げ
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こ
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大
切
で
す
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民
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皆
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盛
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が
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に
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待
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て
い
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と
こ
ろ
で
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。

道
整
備
推
進
市
町
村
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議
」や
、中

国
横
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新
幹
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備
新
幹
線
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整
備
促
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を
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す
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国
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断
新
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（
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要
望
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ま
た
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宍
道
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圏

域
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来
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促
進
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連
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、取
り
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み
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行
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て
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ま
す
。

　

松
江
市
議
会
で
は
、中
国
横
断

新
幹
線（
伯
備
新
幹
線
）と
山
陰
新

幹
線
の
整
備
計
画
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の
早
期

格
上
げ
を
目
指
し
、平
成
２９
年
１２

月
に「
山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹

線
整
備
促
進
松
江
市
議
会
議
員
連

盟
」を
設
立
。市
議
会
の
共
産
党
市

議
団
以
外
の
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議
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で
組
織
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、現

在
、野
々
内
は
そ
の
会
長
と
し
て
旗

振
り
役
を
務
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て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、調
査
研
究
活
動
や
要

望
活
動
、他
自
治
体
議
会
と
の
連
携

　

地
元
負
担
金
や
並
行
在
来
線
の

あ
り
方
は
、国
の
責
任
に
お
い
て
整

理
を
行
い
、早
期
整
備
を
図
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
、一
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の
要
望

活
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な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　

山
陰
新
幹
線
の
整
備
促
進
を
図

る
た
め
、２
府
５
県
の
５２
市
町
村
で

構
成
す
る「
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄

新
幹
線
」が
開
通
す
る
と
、松

江
・
新
大
阪
は
９０
分
で
結
ば
れ

ま
す
。ま
た
、岡
山
・
松
江
を
結
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中
国
横
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新
幹
線
」は
Ｊ

Ｒ
伯
備
線
を
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ー
ト
と
し
４５

分
間
で
結
ば
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ま
す
。

　

そ
の
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、圏
域
の
振
興

発
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大
き
な
経
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波
及
効

果
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も
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よ
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発
展
や
災
害
時
の
代
替

ル
ー
ト
と
し
て
の
国
土
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進
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地
方
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実
現
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ま
す
。

ま
た
、１
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で
１
千
人
前
後
の

輸
送
が
可
能
で
あ
り
、他
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通
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と
比
べ
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大
き
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高
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輸
送
能
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し
ま
す
。

　
新
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建
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路
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ま
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画
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格
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央
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。

　　

ま
ず
、大
阪
か
ら
鳥
取
・
島
根
両

県
を
経
由
し
下
関
を
結
ぶ「
山
陰

　

東
海
道
新
幹
線
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山
陽
新
幹

線
に
続
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開
業
し
た
東
北
新
幹

線
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第
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ル
ー
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」と
す
る
と
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第
２
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」は
北
海
道
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児
島
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ル
ー
ト
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新
幹
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第
３
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ー
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陰
の
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路
線
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路
線
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計
画
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、現
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に
至
り
ま
す
。こ
の
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で
唯
一

「
中
央
新
幹
線（
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
）」が
整
備
路
線
に
格
上
げ
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れ
着
工
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で
す
。

　

昨
年
９
月
に
は「
西
九
州
新
幹

「
山
陰
に
も
新
幹
線
を
」　
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

新
幹
線
整
備
の
現
状

山
陰
地
方
の
新
幹
線
誘
致
活
動

新
幹
線
が
開
通
し
た
ら

松
江
市
議
会
議
運
の
活
動

新
幹
線
誘
致
の
課
題

「伯備新幹線ができたら」漫画▶

◀全国の新幹線鉄道網の現状

松江市議会新幹線議員連盟会長として総会挨拶 鉄道に関する自民党プロジェクトチーム
座長の西田昌司参議院議員にも要望活動

西九州新幹線の「かもめ号」

　

昨
年
9
月
に
西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
て
、全
国
で
新
幹
線
が
通
ら
な
い

の
は
山
陰
両
県
を
含
め
て
１５
県
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
陰
両
県
で
は
、中
国
横
断
新
幹
線（
伯
備
新
幹
線
）と
山
陰
新
幹
線
の
計

画
が
あ
り
ま
す
。50
年
前
の
昭
和
４８
年
に
基
本
計
画
路
線
と
な
り
ま
し
た

が
、こ
の
２
新
幹
線
は
他
の
新
幹
線
に
先
を
越
さ
れ
、整
備
計
画
路
線
に
格

上
さ
れ
る
こ
と
な
く
進
展
を
み
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、山
陰
両
県
の
産
官
を
中
心
に
整
備
計
画
路
線
へ
の
格
上
活
動
を

行
っ
て
お
り
、松
江
市
議
会
で
も
議
員
連
盟
を
設
け
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
の
早
期
開
業
を
目
指
し
た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。


